
一般国民もさること
ながら，専門職でも，
話し合っている人の
割合は決して多くな
いのが現状。

人生の最終段階における医療に関する意識調査（平成３０年３月）
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十分に話し合いされていないのはなぜでしょうか。



意思決定支援の必要性を専門職が理解し，タイミングを
見計らいながらきっかけを作っていくことが必要！

2

本当に話し合う必要がないでしょうか。こんな時に困ったことはありませんか？

過半数が，
「話し合うきっかけがなかった」
と回答。

また，医療介護職においても，
「話し合う必要性を感じていない」
と回答している方も多い。

病気で倒れて意識不明に。
どこまで延命治療を希望し
ていたのだろうか…救急隊
に聞かれてもわからない…

徐々に食事がとれなく
なり，胃ろうを勧めら
れた。どうしたらいい
だろうか…

施設で入居者本人の意向確
認が十分に行われないまま，
状態が悪くなり，家族とも
折り合いがつかない…



3

約半数の方が「心残りがある」と
回答しているのは一体なぜ？



4

「もっと話し合えていたら」
家族や周囲の方の後悔が
少なかったかもしれない。

本人のため，
家族や身近な方のため，
支援する医療介護職のために，
元気なうちに話し合っておく
ことが大切！


